
産学官連携で地域産業を育成！

�長崎市との連携協定締結
２００８年５月３０日、ふくおかフィナンシャルグルー

プ、福岡銀行および親和銀行は、長崎市と「産業振興

分野での連携に関する基本協定書」の締結を行ないま

した。本協定の目的は、ＦＦＧと長崎市の両者が持つ

「情報」「ネットワーク」「ノウハウ」「拠点」「人材」

等の経営資源を有効活用し、長崎市域の産業振興に貢

献することです。

連携内容は、�長崎市域企業と福岡、熊本を中心と
した九州やアジア等の企業とのビジネスマッチング�
長崎市内への企業誘致�長崎市域企業のアジアビジネ
ス支援�ＦＦＧが連携する大学が持つシーズの事業化
などの産学連携支援の４つです。

当日は、長崎市役所において、田上市長（長崎市）と

鬼木頭取（親和銀行）による調印式が開催されました。

調印式では、鬼木頭取が「県下最大の都市である長崎

市との連携は、ＦＦＧにとっても新しいビジネスチャ

ンスを創出するものであり、地域貢献にも繋がる取

組。今回の連携協定を機に、ますます強靭な連携関係

を築いていきたい」と挨拶し、田上市長から「長崎市

域の産業活性化のために、多くの経営資源を有する金

融機関と連携し、事業展開ができることを大変心強く

感じている」とのメッセージをいただきました。

まずは連携事業の第一弾として、本年度、長崎市産

業情報支援センターが行なう「食品加工業者を対象と

した企業動向調査（調査対象１４０社程度）」に基づき、

長崎市域外へのビジネス展開を検討している企業に対

するビジネスマッチング（顧客紹介等）をＦＦＧのネッ

トワークを活用して取組む予定です。

�産学官連携の目的
ＦＦＧは、これまでも地域の自治体や大学との連携

を進めてきました。自治体や大学にとっても“地域社

会の活性化、産業振興への貢献”は、組織として重要

な使命であり、目指す方向は、多くの部分でＦＦＧと

一致しています。そこで各々が持つ経営資源を有効活

用し、地域企業に対して幅広く多様な支援を行なうこ

とで経済や産業の発展に貢献したいと考えています。

こうした取組により、金融機関の枠組みを超え、地域

経済への新しいサービス提供が可能になると考えてい

ます。将来的には、九州内での産業情報やネットワー

クの拠点化（ハブ機能）を目指しています。

これまでの取組としては、今年１月、ＦＦＧ初の自

治体との連携協定を北九州市と締結しました。ものづ

くり企業が集積する北九州で、金融と行政の強みを融

合させることで、効果的な地域産業育成に取組んでい

ます。

大学との連携では、「技術的課題や技術開発ニーズ

を持つ地域企業に対するソリューションの提供」や「有

望な技術や特許など大学シーズの事業化」を進めてい

ます。

今後、次々に連携成果をご紹介できますよう努力し

てまいります。皆様、是非これまで以上にＦＦＧをご

活用ください。 （今泉 節）

ＦＦＧの協定締結先（カッコは協定締結者）

Ｈ１７年７月 熊本大（熊本ファミリー）
Ｈ１８年１月 崇城大（熊本ファミリー）
Ｈ１８年７月 佐世保高専（親和）
Ｈ１８年９月 九州東海大（熊本ファミリー）
Ｈ１９年２月 九州大（福岡）
Ｈ２０年１月 福岡大（福岡）

北九州市（福岡、ＦＦＧ）
Ｈ２０年４月 九州大（ＦＦＧを加え連携範囲を拡大）

熊本大（福岡、ＦＦＧを加え連携範囲を拡大）
長崎大（親和、福岡、ＦＦＧ）

Ｈ２０年５月 福岡工業大（福岡、ＦＦＧ）
長崎市（親和、福岡、ＦＦＧ）

ＦＦＧニュース

長崎市との連携協定調印式の模様（５月３０日）
鬼木頭取（写真左）、田上市長（写真右）
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